




岡基委員  （代案）


１ （開放性）外部の人々に親切で、開かれたまちをつくり


  ます。


   （例）他地域や外国などの多様な人々との交流・連携活


  動。訪れる全ての人々に対して市民レベルでの親切な応対


  や適切な施設、設備の充実。公共施設の土日開放、情報の


  オープン化等。


２ （自然性）海と緑の自然の恩恵を生かした、うるおいと、


  ゆとりのあるまちをつくります。


   （例）自然環境、自然景観を最大限に尊重し、保存する。


  自然開発プロジェクトでも尾根は開発しない。スカイライ


  ンを崩さない。又、自然の維持・保全・再生計画を義務付


  け、実施する。河川、街路樹の魅力再生。全てのプロジェ


  クトでの緑化の実施。生垣やフラワーロード、フラワーハ


  ウスの奨励など。


３ （歴史性） 三浦半島の歴史や、先人たちの良きまち施設


  を保存、再生させ、次世代へ引き継ぎます。


   （例）谷戸集落や海辺里など、昔の面影の残る地域。神


  社、仏閣とその環境。歴史的軍港施設の遺構、遺跡など。


４ （文化性）健康で、魅力ある文化とまちをつくります。


   （例）異質条件を上手に解決、共生させるために、豊か


  な知識と感性を集約したデザイン力を活用する。地域社会


  や周辺環境を改善し、良い影響を及ぼすような施設条件を


  設定する。ごみ、リサイクル、省エネルギーなど地球環境


  にやさしい生活システムの構築。独創的、個性的、人々に


  感動を与える施設など良いものの奨励。


５-1 （安全性）身障者や老人、子供達にも安全で、安心し


  て生活ができる「まち」をつくります。


   （例）生活インフラ施設・設備などバリアフリーのハー


  ド、ソフト面での充実とお互いに助け合うなどの連携意識


  の育成。又、斜面地、主要道路沿いで行われているミニ開


  発者への改善指導。地震防災対策などなど。


５-2 （利便性）都市生活者に便利なまちをつくります。


   （例）交通システムの整備、充実、保育所、幼稚園、運


  動場など都市インフラ施設の適切な配置、充実とその他不


  便さの解消。


























浅田委員 


・素案の本文はどこでも通用する内容で、横須賀らしい個性が


  感じられない。


 （代案）


１ 健常者、障害者、子供、若者、大人、お年寄り、


   外国人などすべての市民が支え合い、ともに生きる


   社会を目指します。


２ 横須賀・三浦半島の歴史と文化を尊重したまち


   づくりを進めます。


３ 恵まれた自然環境を守りながら、潤いのある快適


   なまちをつくります。


４ 互いに争いのない平和なまちの実現をはかります。


５ 大地震などの災害に強い防災都市づくりに力を


   入れます。


６ ＩＴ都市など、常に、フロントランナーとしての


   役割を果たします。





事務局修正案





１  多様な人々が支え合い、交流する、世界に開かれ


  たまちをつくります。


２  自然環境を大切にし、海と緑のうるおいのあるまち


  をつくります。


３  だれもが生きがいや働きがいを持ち、活気にあふれ


  たまちをつくります。


４  歴史と文化を尊重し、知識と感性の豊かなまちをつ


  くります。


５  災害に強く、一人ひとりを大切にして、お互いに助け


  合うことで、安全で安心した平和な生活ができるまち


  をつくります。











林委員


・市民憲章を目標ととらえるなら、文末は  


  「めざします」「しましょう」でもよいの


  ではないか。


 


  





斉藤（進）副委員長  （代案）


1. わたしたち横須賀市民は、市民一人ひとりが責任を持ち、


   互いに協力し参加するまちをめざします。（市民性）


2. わたしたち横須賀市民は、多くの国々や人々との交流を深め、


   国際社会に開かれたまちをめざします。（国際性）


3. わたしたち横須賀市民は、豊かな自然環境や歴史資源を守り、


   それらが継承されるまちをめざします。（地域性）


4. わたしたち横須賀市民は、活気ある地域づくりを進め、


   生きがいや働きがいのあるまちをめざします。（経済性）


5. わたしたち横須賀市民は、国際平和のための貢献活動により、


   安全な市民生活が送れるまちをめざします。（平和）





斎藤委員


・抽象的表現だけとはしないで、具体的イメージを


  描かせる表現とする。


・横須賀市に際立っている、特徴的な項目を箇条書き


  する。（具体的代案は第１回委員会資料５の代案１）





市民憲章（素案）修正案（平成13年7月2日）  （本文）





市民憲章（素案）修正案（平成13年7月2日）  （前文）








事務局修正案





  私たち横須賀市民は、横須賀市が中核市として新たな出発をすることを機会に、市民、企業、ＮＰＯ、市のそれぞれが主体となって責任を持って自ら個性を発揮し、共に手を携えながら、魅力あるまちづくりに取り組むため、この憲章を定めます。








岡基委員


  （代案）


      私たち横須賀市民は、横須賀市が中核市として新たな


    出発をすることを機会に、２１世紀に向けて、市民、行


    政が共に手を携え、自己決定と自己責任によって、より


    一層、魅力のあるまちをつくるため、官・民全てのプロ


    ジェクトへの適用を意図し、まちづくり市民憲章を定め


    ます。


 


 （代案の補足説明）


    １．市民、行政が共に手を携え、無駄なく、効率的に、


        「魅力あるまちづくり」を推進していくためのルー


        ルとして実際に役立つ、有効なものにしたい。


    ２．憲章前文は、市民憲章作成の理由、目的、市民憲章


        の合意の範囲などを簡潔に記述するだけにしたい。


    ３．我々の住む「まち」の属性としての魅力や個性など


        の品質は、過去から引継いでいる自然環境や文化遺


        産の上に、現在の市民の行為や、市民団体が行う活


        動、民間企業の経済活動や、行政が行う事業など、


        様々なプロジェクトが集積された結果として作ら


        れる、という認識を検討委員の共通認識にしたい。


    ４．魅力のあるまちづくりというキーワードは基本構


        想、基本戦略とも整合する上位概念ではないかと思


        う。そして、魅力あるまちづくりという目標は、今


        までの施策を転換することではなく、継続的に、よ


        り一層、魅力のあるまちづくりを実現する、という


        連続性の表現にしたほうがよいと思う。


    ５．市民憲章は思想の自由や、創造性を妨げるものであ


        ってはならないので、憲章適用の範囲は明確にして


        おきたい。魅力あるまちづくりを実現するという目


        的と、それに関係する官・民の全てのプロジェクト


       （ものづくり、ことづくり）にのみ適用することに


        限定したらどうか。
































斎藤（八）委員


・全地方自治体に共通する、老齢化・少子化


  社会の福祉問題、右傾化・凶悪化・少年


  犯罪等の教育問題、市民自治、市民協働等


  に関しては理念として述べる。


・素案の前文はかなり長すぎる。せいぜい


  本文と同じ長さにする。





浅田委員


・前文は素案の4分の1から3分の1にすべきである。


・素案は歴史の見方が黒船に偏っている。


（代案）


  横須賀市は、すべての市民・住民が平和で快適な生活を送ることができるように次のような市民憲章を定めます。








田中委員  （代案）


１ 市民を主権とする市民自治の精神で


   臨みます


２ すべてにおいて差別のない、平和で


   安全な地域社会を築きます


３ 豊かな精神を培い、次世代に引き継ぎ


   ます


４ やさしさともてなしの心を持って


   まちづくりに臨みます


５ 海と緑あふれる自然を通じて地球


   環境に貢献します
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田中委員


（代案）


横須賀のまちづくりの基本


・市民自治をすべての基本におく


・地域の資源の発掘、活用、創造のもとにまちづくりを進める


・新しい時代を牽引し、自信と誇りをもって世界に貢献する都


  市をめざす


・市民、企業、行政の三位一体の成長管理に基づく、持続可能


  な社会をめざす





憲章制定の目的と意義


・市民、企業、行政のすべての行動の原点、規範として、本憲


  章を定める。








